
いけだ町議会だより　No.123
平成 19 年 2 月 1 日発行3

二
期
目
を
め
ざ
す
町
長

の
抱
負
は
。

住
み
た
い
町
づ
く
り
を

目
指
し
て
の
、
少
子
化

対
策
・　

梅
谷
ト
ン
ネ
ル
の
早

（仮）

期
開
通
・
道
の
駅
開
設
に
よ
る

温
泉
の
活
性
化
・
企
業
誘
致
・

治
山
治
水
・
組
織
の
ス
リ
ム
化

と
行
政
改
革
・
近
鉄
の
存
続
等

を
推
進
し
て
い
く
。

「
魅
力
あ
る
町
づ
く
り

の
為
に
」
二
つ
の
提
案

を
し
た
い
。
そ
の
一
と
し
て
池

田
温
泉
に
屋
内
流
水
プ
ー
ル
の

併
設
が
で
き
な
い
か
。
近
隣
の

町
で
は
、
既
に
町
民
プ
ー
ル
が

あ
り
、
け
っ
こ
う
繁
盛
し
て
い

る
が
、
プ
ー
ル
は
夏
場
の
み
の

利
用
で
経
済
的
に
考
え
る
時
、

年
中
利
用
出
来
る
温
泉
利
用
は

大
変
有
効
で
も
あ
り
、
ま
た
温

泉
の
活
性
化
、
話
題
性
も
あ
る

と
思
う
が
。

　

次
に
母
子
家
庭
用
の
町
営
住

宅
を
建
設
し
提
供
し
て
は
ど
う

か
。
現
在
の
社
会
環
境
の
変
化

に
よ
る
独
身
者
、
母
子
家
庭
が

増
え
て
来
た
。
経
済
的
に
大
変

厳
し
い
家
庭
が
多
い
。
そ
こ
で
、

安
価
で
安
心
な
町
営
住
宅
の
希

望
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

早
々
に
建
設
促
進
さ
れ
る
よ
う

提
案
す
る
。

温
泉
プ
ー
ル
は
、
湯
量

確
保
、
ま
た
、
経
済
性

か
ら
考
え
て
困
難
。
母
子
家
庭

用
住
宅
は
、
既
存
の
住
宅
に
優

先
入
居
し
て
お
り
、
今
後
、
そ

の
対
象
者
に
配
慮
し
て
の
建
て

替
え
を
検
討
し
た
い
。

農
地
・
水
環
境
保
全
対

策
の
状
況
は
。

宮
地
地
区
の
他
、
六
地

区
が
参
加
。
面
積
は
５

８
１　

で
全
耕
地
面
積
の　

％
。

ha

５３

支
援
額
は
２
千
４
百
万
円
で
、

町
負
担
は
６
百
万
円
。
地
域
の

環
境
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
全
員

で
守
る
よ
う
な
組
織
づ
く
り
を

図
り
な
が
ら
万
全
を
期
し
て
い

る
。

●池田温泉に流水プールと母子家庭
用の町営住宅建設を

●農地・水環境保全対策は万全か安田正治
議員　
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